
 

 

市民一人ひとりが，自己の人格を磨き，豊かな人生を

送ることができるよう，以下のとおり基本理念を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 基本的な考え方 

（仮称）第２次宇都宮市地域教育推進計画～中間取りまとめ～の概要 

Ⅳ 施策の展開 Ⅰ 計画の概要 

Ⅱ 地域教育の現状と課題 

Ⅴ 計画の推進 

１ 計画の進行管理 
・ 「宇都宮市生涯学習推進本部」において，本計画における取組の進捗状況の確認を行うとともに地域教育推進のための協議・検討を行う。また，進捗状況

は「社会教育委員の会議」へ報告し，意見を聴取する。 
２ 社会の要請の高まりへの対応 

・ 「宇都宮市生涯学習推進本部」や「社会教育委員の会議」において，社会の要請として必要性の高まっている学習テーマについての協議・検討を行うとと

もに，そのテーマを所管する関係部局との連携・協働により学習機会の提供に努める。 
３ 生涯学習振興行政との関係 

・ 生涯学習振興行政については「宇都宮市生涯学習推進本部」で所管するものとし，全庁的な照会による把握・取りまとめを行い，庁内の情報の共有を図る。 

４ 計画の推進体制 
・ 市民，家庭，学校，企業，市民団体など地域を構成する各主体のそれぞれの特性を認識し，尊重しあいながら，対等な立場のもとに積極的に協力し，より

良い地域社会の実現に向けた施策・事業に取り組んでいく。 

 

今後の地域教育推進の課題 

１ 計画の必要性 
・ 平成２３年３月に発生した東日本大震災以降，「家庭や地域社会における『絆』」や「温かで人間的な『つながり』の大切さ」

が改めて注目されている中，地域教育の役割は益々重要となっている。 
 ・ これまで取り組んできた個人の人間力の向上，地域人材の育成などに加え，学んだ成果を地域につなぐ仕組みづくりなどが

求められている。 

２ 地域教育について 
・ 「社会教育行政」が担う「成人教育」，「青少年教育」，「家庭教育支援」，「学校教育支援・連携」を市民生活の基盤である「地

域」を意識して行い，社会の要請（公共的課題，地域人材の育成），地域の活力向上に応える教育 
３ 計画の位置付け 
・ 「宇都宮市第５次総合計画」の分野別計画であるとともに，「うつのみや人づくりビジョン（宮っこ未来ビジョン）」の基本

的考え方や方向性を受ける本市社会教育行政の最も基本となる計画 
４ 計画期間 
・ 平成２５年度～２９年度までの５年間 

□社会情勢の変化 
・ 少子超高齢社会・人口減少社会の進行 

・ 東日本大震災以降，地域の絆や人と人とのつながりの重要性を改めて認識 
・ 人々の生活様式，ニーズ，価値観の多様化・複雑化に伴い公共的活動の担い手と

なる主体も多様化 

・ 情報通信技術（ＩＣＴ）が急速に進歩・普及により日常生活や仕事のあり方，学

ぶ環境などが変化 

□国・県等の動向 
・ 中央教育審議会答申（新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について） 

（平成２０年２月） 

・ 中央教育審議会第６期生涯学習分科会における「議論の整理（中間とりまとめ）」 

（平成２４年８月） 

・ 栃木県生涯学習推進計画四期計画「新・とちぎ学びかがやきプラン」の策定 

（平成２３年３月） 

・ 宇都宮市社会教育委員の会議答申「宇都宮市における今後の『成人教育』のあり

方について」（平成２２年７月） 

地域教育を取り巻く状況 

基本理念 

□地域教育推進計画 
・ 社会貢献活動や地域に目を向けた取組が進展 

⇒ 学んだ人材が地域活動に参加し，様々な場面で活躍できる環境の整備が必要 

・ 地域の教育力を活かした学校支援のための人材育成が進み，魅力ある学校づくり

地域協議会の活動などは活発化 

⇒ 地域の子どもは地域で育てるという意識の醸成や地域を構成する主体同士の連携

による取組が必要 

・ 市民の主体的な学習活動に向けた支援や人づくりを推進する基盤の整備 

⇒ 市民の学ぶ意欲の向上に向けた学習環境の充実が必要 

□親力向上支援プラン 
・ 親同士，親と子，異世代間など様々な交流機会が充実 

⇒ 交流を支える人材の育成や親同士がつながる場・機会の充実が必要 

・ 中高生から祖父母まであらゆる年代に応じた学習機会を提供 

⇒ 子どもの成長に応じた家庭教育支援の継続が必要 

・ 親力向上支援体制の構築 

⇒ 地域社会総ぐるみの親力向上支援に向けた取組が必要 

これまでの取組の成果と課題 

 

・ 今の大人に感じる問題（7項目中の順位） 

ルールを守れない大人やモラルのない大人が増えている   (H23)81.4％で 1位 

周囲の人や地域とのつながりを持てない大人が増えている  (H23)68.4％で 2位 

・ 近所と親しく付き合っていない市民の割合    (H19)64.5％ ⇒ (H23)68.0％ 

・ 家庭の教育力が低下していると思う市民の割合  (H19)83.1％ ⇒ (H23)70.1％ 

・ 地域の教育力低下を感じている市民の割合    (H19)55.6％ ⇒ (H23)47.5％ 

・ 学んだ知識・技能を活かせている割合      (H19)43.8％ ⇒ (H23)23.7％ 

・ 生涯学習や社会教育の推進ために力を入れること（11 項目中の順位） 

誰でも気軽に参加できるような講座や講演会を増やす   (H23) 49.3％で 1位 

市民意識調査の結果 

 

『学びを通して，豊かな人間性と人
と人との絆を育み，地域ぐるみによ
る教育活動やまちづくりを支える
社会を実現する。』 

計画の基本目標 

基本理念 

３ 地域を構成する各主体の支

援，連携強化 
家庭，学校，地域団体，企業など

地域を構成する各主体の教育活動

や学びに対する支援，相互の連携強

化を図る必要があります。 
・ 学校・家庭教育支援の充実が必要 

・ 地域社会全体による教育活動支援が

必要 

・ ＮＰＯや市民活動団体などとの協働

が必要 

・ 企業との連携による取組が必要 

 

１ 学びによる人間力の向上 
地域住民一人ひとりが，人間力を

高めるための学習環境を整える必

要があります。 
・ 学びに向けた意識醸成が必要 

・ 参加しやすい学習環境が必要 

・ 仲間づくりや交流機会の充実が必要 

・ 社会性や適応力を高める学習機会が

必要 

２ 地域を支える人材の育成 
地域社会の牽引役となる人材や

まちづくりの主体となる人材の育

成を進めていく必要があります。 
・ 地域社会やまちづくりを支える人材

の育成が必要 

・ 地域課題等に関する学習の充実が必

要 

 

４ 地域における学習成果の活

用の促進 
地域における学習成果の活用を

促進する必要があります。 
・ 活動へのきっかけづくりが必要 

・ 学習成果を活かす機会の充実が必要 

・ 学んだ人材が活動できる循環を促す

仕組みづくりが必要 

基本施策１ 人間力を高める学習環境の充実 
一人ひとりの人間力を高めるため，人間力の構成要素である，個人の

「ひとりの人間としての自立する力」と「社会を構成し運営する力」の

向上に資する学習環境の充実に向けた施策に取り組みます。 

施策１  主体的な学習活動への支援  
・生涯学習センター事業への参加促進 ・市民ニーズに応じた学習機会の提供 

・学習情報提供事業・学習相談事業の充実 ・市民大学の実施 

・地域教育メッセの実施 ・読書環境の充実 

・図書館レファレンスサービスの活用促進 

施策２  個人の自立に向けた学習の推進 
・生活課題解決型講座の充実 ・子どもの体験活動・体験学習機会の充実 

・青少年活動センター事業の充実 

施策３  成人教育の充実 
・大人に対する人づくり啓発事業の実施 ・大人のための道徳講座の充実 

・コミュニケーション力向上事業の実施 

施策４  学習活動を支える人材の育成 
・社会教育主事の養成・活用促進 ・家庭教育サポーター養成事業の実施 

・学校支援ボランティア講座の充実 ・生涯学習コーディネーターの育成 

施策５  社会の要請に対応した学習の充実 
・社会の要請に対応した講座の実施 

基本施策２ 家庭・地域における教育活動への支援 
個人が属する家庭をはじめとした，地域を構成する各主体の取組を推

進するため，市民の家庭・学校・地域における子どもの育ちなど教育活

動を支援する施策に取り組みます。 

施策６  家庭教育支援の充実 
・「親学」の推進 ・家庭教育支援講座の実施 

・家庭教育サポーターの活動支援 

施策７  学校教育支援の充実 
・魅力ある学校づくり地域協議会活動への支援 

・（再掲）学校支援ボランティア講座の実施 ・「街の先生」事業の推進 

施策８  地域での育ち・育てを高める環境づくり 
・宮っ子ステーション事業の充実 ・（再掲）「親学」の推進 

・地域教育力向上啓発事業の充実 ・地域子育て支援拠点事業の推進 

・青少年の居場所づくり事業の充実 ・市民総ぐるみの環境点検活動の推進 

基本施策３ 学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり 
学んだ成果を地域社会における様々な活動に活かす「知の循環」を促

進するため，市民の活動の基盤となる各主体間の連携や活動のきっかけ

となる地域に目を向ける取組など，学習成果を地域で活かすための施策

に取り組みます。 

施策９  多様な活動主体間の連携促進 
・人材バンクの構築 ・まちづくりセンター事業の推進 

・企業の教育力の活用支援事業の実施 ・社会教育関係団体との連携 

・みやシニア活動センター事業の実施 ・地域スポーツクラブの育成支援 

施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 
・地域学講座の実施 ・地域課題解学習プログラムの構築 

・地域かがやきプロジェクト事業の推進 

・（再掲）図書館レファレンスサービスの活用促進 

施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 
・（再掲）地域学講座の実施 ・宇都宮伝統文化継承事業の推進 

・成人式における地域交流事業の推進 

 

Ⅰ 一人ひとりが人間力を高める

ため，主体的に学習活動に取り組

んでいます。 
基本指標① 

学習活動をしている市民の割合 

43.2%（H23）⇒48.4％(H29) 

Ⅱ 市民が家庭や地域など身近な

場所で，積極的に子どもの育ちな

ど教育活動に関わっています。 
基本指標② 

放課後子ども教室に係る延べ地域活動者数 

14,716 人（H23）⇒37,438 人(H29) 

Ⅲ 学びを通じて，多様な主体がつ

ながり，様々な場面で地域社会づ

くりに貢献しています。 
基本指標③ 

地域活動やボランティア活動に参加している

市民の割合 

56.6%（H23）⇒60.0％（H29） 

資料２－１ 
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「（仮称）第２次地域教育推進計画」の施策等の考え方について 

 

◎ 趣旨 

  「（仮称）第２次地域教育推進計画」（以下「本計画」）を策定するにあたり，設定する

施策等の考え方を示すもの 

     

１ 各施策設定の考え方 

（１）基本施策１ 人間力を高める学習環境の充実 

   施策１ 主体的な学習活動への支援 

      ⇒ 自己の内面を育み，人間力を高めるためには，様々な学習の機会を捉え，

自らが主体的に学習することが必要であることから「学びに向けた意識・

学習環境」の充実を図る。 

 

   施策２ 個人の自立に向けた学習の推進 

      ⇒ 現代社会を力強く生きていくためには，自立した一人の人間として，自

らの課題を自ら解決できる力が必要であることから「社会性や適応力を高

める学習機会」の充実を図る。 

 

施策３ 成人教育の充実 

      ⇒ 地域社会を構成する一員としての責任や役割を自覚し，子どもや他の大

人のお手本となる魅力ある大人となれるよう成人を対象とした取組の充実

が必要であることから「社会性や適応力を高める学習機会」の充実・提供

を図る。 

 

施策４ 学習活動を支える人材の育成 

      ⇒ 自己の気づきや学びを自分自身の成長にとどめず，多くの人に伝えるた

めには，市民それぞれが持っている特性や培ってきた知識や経験を活かし

て学習活動に関わることが必要であることから「地域社会やまちづくりを

支える人材の育成」の推進を図る。 

    

   施策５ 社会の要請に対応した学習の充実 

      ⇒ 社会情勢が激しく変化し，地域における課題も複雑・多様化するなかで，

地域社会を持続的に発展させていくためには，社会の要請として必要性が

高まっているテーマについて学習することが必要であることから「地域課

題等に関する学習の充実」を図る。 

 

（２）基本施策２ 家庭・地域における教育活動への支援 

   施策６ 家庭教育支援の充実 

      ⇒ コミュニティの希薄化や社会経済の変化等により，家庭の教育力が低下

している現代社会において，地域を構成する基礎となる家庭において親が

自信を持ち安心して子どもを育てるための支援が必要であることから，「家

庭教育支援の充実」を図る。 

資料２－２ 
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   施策７ 学校教育支援の充実 

      ⇒ 学校教育の充実，家庭・地域の教育力の向上を図るためには，地域の学

び舎である学校を地域ぐるみで支援することが必要であることから「学校

教育支援の充実」を図る。 

 

   施策８ 地域での育ち・育てを高める環境づくり 

      ⇒ 地域の教育力を高めていくためには，大人も子どもも地域や社会とのつ

ながりや関わり合いを持ち，「学び合い，支え合う」地域のきずなづくりの

促進が必要であることから，「地域社会全体による教育活動への支援」の強

化を図る。 

 

（３）基本施策３ 学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり 

   施策９ 多様な活動主体間の連携促進 

      ⇒ 学習成果を活かした地域での活動を促進するためには，活動の場となる

地域の多様な活動主体間の連携が図られている必要であることから，「企業

や市民活動団体などとの連携・協働」を促進するとともに，「学習成果を活

かす機会の充実」を図る。 

 

   施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 

      ⇒ 地域住民の社会参画や地域貢献意欲の高まりを学習や活動に結びつける

ためには，地域住民が自らの住む地域について理解し，課題や魅力に気づ

くための学びやその課題を解決するための学びを提供することが必要であ

ることから，「地域課題等に関する学習の充実」を図る。 

 

   施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 

      ⇒ 学習成果を活かした地域活動を促進するためには，地域貢献意欲の基盤

となる郷土愛を育むことが重要であることから，地域に愛着と誇りを持て

るような「地域活動へのきっかけづくり」を行う。 

 

２ 重点事業の考え方 

計画に位置づける「事業・取組等」のうち，基本施策を代表する基幹的な事業や，基

本施策の目標達成に向け，特に効果が高いと考えられる事業を「重点事業」として位置

づける。また，「重点事業」には，原則として目標値を設定し，進行管理を行う。 

なお，事業の選定にあたっては，本計画の目指す姿として掲げた「基本理念」の要素

である「人づくり」，「絆づくり」，「地域づくり」に関連が深く，地域教育を推進する上

で先導性の高い事業を「重点事業」とし，施策単位から１事業以上選定する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の地域教育推進に関する課題 

（仮称）第２次地域教育推進計画の課題と施策の関係図 

 

基本施策・施策と課題との対応 

① 人間力を高める学習環境の充実 
一人ひとりの人間力を高めるため，人間力

の構成要素である，個人の「ひとりの人間と

しての自立する力」と「社会を構成し運営す

る力」の向上に資する学習環境の充実に向け

た施策を取りまとめた。 
施策 １ 主体的な学習活動への支援 

     １－Ａ，１－Ｂ，１－Ｃ 

施策 ２ 個人の自立に向けた学習の推進 

     １－Ｄ，１－Ａ，１－Ｂ 

施策 ３ 成人教育の充実 

     １－Ｄ，２－Ａ，１－Ａ 

施策 ４ 学習活動を支える人材の育成 

     ２－Ａ，２－Ｂ，１－Ｂ 

施策 ５ 社会の要請に対応した学習の充実 

     ２－Ｂ，１－Ｄ 

③ 学習成果を地域活動につなぐ仕

組みづくり 
学んだ成果を地域社会における様々な活

動に活かす「知の循環」を促進するため，市

民が様々な場面で地域社会づくりに貢献で

きるよう，活動の基盤となる各主体間の連携

や活動のきっかけとして地域に目を向ける

取組など，学習成果を地域で活かすための施

策を取りまとめた。 
施策 ９ 多様な活動主体間の連携促進 

     ４－Ｂ，４－Ｃ，３－Ｃ，３－Ｄ 

施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 

     ２－Ｂ，４－Ａ，４－Ｂ 

施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 

     ４－Ａ，４－Ｂ 

② 家庭・地域における教育活動への

支援 
個人の学習とともに，個人が属する家庭を

はじめとした地域を構成する各主体の取組

を推進するため，市民の家庭・学校・地域に

おける子どもの育ちなど教育活動を支援す

る施策を取りまとめた。 
施策 ６ 家庭教育支援の充実 

     ３－Ａ，３－Ｂ 

施策 ７ 学校教育支援の充実 

     ３－Ａ，３－Ｂ 

施策 ８ 地域での育ち・育てを高める環境づ

くり 

     ３－Ｂ，３－Ｃ 

３ 地域を構成する各主体の支援，連携

強化 
家庭，学校，地域団体，企業など地域を構

成する各主体の教育活動や学びに対する支

援，相互の連携強化を図る必要があります。 
Ａ （社会教育行政による）学校・家庭教育支

援の充実が必要 

Ｂ 地域社会全体による教育活動支援が必要 

Ｃ ＮＰＯや市民活動団体などとの協働が必要 

Ｄ 企業との連携による取組が必要 

１ 学びによる人間力の向上 

地域住民一人ひとりが，人間力を高めるた

めの学習環境を整える必要があります。 
Ａ 学びに向けた意識醸成が必要 

Ｂ 参加しやすい学習環境が必要 

Ｃ 仲間づくりや交流機会の充実が必要 

Ｄ 社会性や適応力を高める学習機会が必要 

４ 地域における学習成果の活用の促進 

地域における学習成果の活用を促進する

必要があります。 
Ａ 活動へのきっかけづくりが必要 

Ｂ 学習成果を活かす機会の充実が必要 

Ｃ 学んだ人材が活動できる循環を促す仕組み

づくりが必要 

参考 

２ 地域を支える人材の育成 

地域社会の牽引役となる人材やまちづく

りの主体となる人材の育成を進めていく必

要があります。 
Ａ 地域社会やまちづくりを支える人材の育成

が必要 

Ｂ 地域課題等に関する学習の充実が必要 

参考 



（仮称）第２次宇都宮市地域教育推進計画の施策体系（案） 資料２－３

基本目標Ⅰ　一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組んでいます。

基本施策１　人間力を高める学習環境の充実

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

１　主体的な学習活動への支援

生涯学習センター事業への参加促進 生涯学習課

市民ニーズに応じた学習機会の提供 生涯学習課

学習情報提供事業・学習相談事業の充実 生涯学習課

市民大学の実施 生涯学課

地域教育メッセの実施 生涯学習課

読書環境の充実 中央図書館

１ ＩＣＴの導入の促進 中央図書館

２ 子どもの読書活動の推進 中央図書館

３ 図書館の環境整備の推進 中央図書館

図書館レファレンスサービスの活用促進 中央図書館

２　個人の自立に向けた学習の推進

生活課題解決型講座の充実 生涯学習課

子どもの体験活動・体験学習機会の充実
子ども未来課
生涯学習課

青少年活動センター事業の充実 子ども未来課

３　成人教育の充実

大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課

大人のための道徳講座の充実 生涯学習課

コミュニケーション力向上事業の実施 生涯学習課

４　学習活動を支える人材の育成

社会教育主事の養成・活用促進 生涯学習課

家庭教育サポーター養成事業の実施 生涯学習課

学校支援ボランティア講座の実施 生涯学習課

生涯学習コーディネーターの養成 生涯学習課

５　社会の要請に対応した学習の充実

社会の要請に対応した講座の実施 生涯学習課

１ ワーク・ライフ・バランスの理解に向けた学習の推進 男女共同参画課

２ 人権教育の推進
生涯学習課

男女共同参画課

３ 国際理解教育の推進
生涯学習課

国際交流プラザ

基本目標Ⅱ　市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなど教育活動に関わっています。

基本施策２　家庭・地域における教育活動への支援

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

６　家庭教育支援の充実

「親学」の推進 生涯学習課

家庭教育支援講座の実施 生涯学習課

家庭教育サポーターの活動支援 生涯学習課

７　学校教育支援の充実

魅力ある学校づくり地域協議会活動への支援 生涯学習課

学校支援ボランティア講座の実施 生涯学習課

「街の先生」事業の推進 学校教育課

８　地域での育ち・育てを高める環境づくり

宮っ子ステーション事業の充実 生涯学習課

「親学」の推進 生涯学習課

地域教育力向上啓発事業の充実 生涯学習課

地域子育て支援拠点事業の推進 保育課

青少年の居場所づくり事業の充実 子ども未来課

市民総ぐるみの環境点検活動の推進
生活安心課
子ども未来課
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基本目標Ⅲ　学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくりに貢献しています。

基本施策３　学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

９　多様な活動主体間の連携促進

人材バンクの構築
生涯学習課

みんなでまちづくり課

まちづくりセンター事業の推進 みんなでまちづくり課

企業の教育力の活用支援事業の実施
生涯学習課
商工振興課

社会教育関係団体との連携 生涯学習課

みやシニア活動センター事業の実施 高齢福祉課

地域スポーツクラブの育成支援 スポーツ振興課

１０　地域の課題解決に向けた学習の推進

地域学講座の実施
生涯学習課

みんなでまちづくり課

地域課題解決学習プログラムの構築
生涯学習課

みんなでまちづくり課

地域かがやきプロジェクト事業の推進 生涯学習課

図書館レファレンスサービスの活用促進 中央図書館

１１　郷土愛を育む取組の推進

地域学講座の実施
生涯学習課

みんなでまちづくり課

宇都宮伝統（ふるさと）文化継承事業の推進 文化課

成人式における地域交流事業の推進 生涯学習課
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～地域で学び，地域で育て，地域をつくる， 

地域ぐるみの学習・教育の推進～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

平成２５年  月 

宇都宮市 

宇都宮市教育委員会 

～ 中間取りまとめ ～ 

資料２－４ 
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Ⅰ 計画について 

１ 計画策定の必要性 

 本市におきましては，平成１９年度に策定した「宇都宮市地域教育推進計画（うつの

みや地域教育プラン）」に基づき，「地域で学び，地域で育て，地域をつくる，地域ぐる

みの学習・教育の推進」を合言葉に，子どもの育ちや地域社会を支える人づくりに向け

た取組を進めてきました。 

 このような中，平成２３年３月に発生した東日本大震災以降，「家庭や地域社会におけ

る『絆』」や「温かで人間的な『つながり』の大切さ」が改めて注目されているところで

あり，復興支援活動などをはじめとした，人々の社会貢献意欲は高まりを見せるなど，

人と人をつなぎ，人と地域をつなぐ，地域教育の役割は益々重要となっていると言えま

す。 

こうした気運を持続的なものとし，今後，地域教育をさらに推進していくためには，

これまで取り組んできた個人の人間力の向上，地域人材の育成などに加え，学んだ成果

を地域につなぐ仕組みづくりなどが求められており，社会情勢の変化やこれまでの取組

の評価・課題などに的確に対応し，本市の地域教育を効果的・効率的に推進するため既

存計画を見直すことが必要となっています。 
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２ 地域教育について 

この計画における「地域教育」とは，「社会教育行政」が担う「成人教育」，「青少年教

育」，「家庭教育支援」，「学校教育支援・連携」を市民生活の基盤である「地域」※1 を意

識して行うものであり，具体的には「（場）地域で」，「（内容）地域について」，「（目的）

地域のために」，「（展開）地域ぐるみで」社会の要請（公共的課題，地域人材の育成）に

応える教育をあらわしています。 

また，趣味・教養的なものなど，個人の要望に応える取組についても，一人ひとりが

人格を磨き，豊かな人生を送る上で必要であるとともに，仲間づくりやグループ化など

組織化を図ることによって，人間関係が構築され，地域の活力向上に資することから，「地

域教育」に含まれるものとしています。 

平成２４年８月に中央教育審議会生涯学習分科会が公表した「議論の整理（中間取り

まとめ）」において，現代的・社会的な課題の学習機会の提供に当たっては，「社会教育

行政」の担当部局（本市では教育委員会）と関係行政部局（本市では市長部局等）との

連携・協働が重要であるとし，「新しい社会教育行政」が取り組む範囲が示されたところ

です。 

本市では，これまでの「宇都宮市地域教育推進計画」において，社会の要請により必

要性が高まっている様々な分野との連携が必要であると捉え，「社会教育行政」の領域を

越えた，他部局が実施する事業との連携・協働を含めた範囲を計画に位置づけて，取り

組んできたところであり，国が示す「社会教育行政」の方向性との整合が図られたとこ

ろです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
※1 この計画において「地域」とは，多様性を持った表現であり，地域まちづくりを進める生活圏域や地域学校園のエ

リア，さらには宇都宮市域などのエリアを示すものであるとともに，地域住民や地域団体などを 1 つの主体として総

称するもの。 
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◆社会教育行政◆ 

 行政の行う社会教育は，社会教育法第二条において，「学校教育法に基づき，学校の教

育課程として行われる教育活動を除き，主として青少年及び成人に対して行われる組織

的な教育活動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）をいう。」と定義されている。 

社会教育法第三条において「国及び地方公共団体の任務」として，以下の３点につい

て規定している。 

① 「すべての国民があらゆる機会，あらゆる場所を利用して，自ら実際生活に即す

る文化的教養を高め得るような環境を醸成する」 

② 「国民の学習に対する多様な需要を踏まえ，これに適切に対応するために必要な

学習の機会の提供及びその奨励を行う」 

③ 「社会教育が学校教育及び家庭教育との密接な関連性を有することにかんがみ，

学校教育との連携の確保に努め，及び家庭教育の向上に資することとなるよう必要

な配慮をする」 

 

◆生涯学習振興行政◆ 

  社会教育行政や学校教育行政によって個別に実施される施策や他の執行機関において

実施される生涯学習に資する施策等において，全体を統合・調整しながら各施策を推進

する行政 

 

【図】地域教育と新しい社会教育行政の関係 
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３ 計画の位置付け 

この計画は，本市の基本計画である「宇都宮市第５次総合計画」の分野別計画である

とともに，本市における「人づくり」の指針である「うつのみや人づくりビジョン（宮

っこ未来ビジョン）」の基本的考え方や方向性を受ける本市社会教育行政の最も基本とな

る計画とします。 

また，「宇都宮市地域教育推進計画」の家庭の教育力向上にかかる行動計画である「宇

都宮市親力向上支援プラン」や平成２２年７月に社会教育委員の会議が答申した「宇都

宮市における今後の『成人教育』のあり方について」の考え方を踏まえ，整理統合した

計画とします。 

なお，本計画においては，前頁に記載のある関係行政部局との連携・協働を含む「新

しい社会教育行政」の範囲を対象とし，本市の地域における「人づくり」に関連する施

策を効果的・効率的に推進するため，本市各部局の分野別関連計画と連携し，整合性を

図るものとします。 

 

<位置付けの関係図> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 計画の推進にあたっては生涯学習振興行政として本市の行う生涯学習に資する事

業との整合を図ります。 

 

４ 計画期間 

  この計画の期間は，平成２５年（２０１３年）を開始年次とし，平成２９年（２０１

７年）を目標年次とする５か年の計画とします。 

  ただし，社会情勢の変化や，計画の進捗状況等により必要に応じて見直しを行います。 

宇都宮市第５次総合計画 

うつのみや人づくりビジョン 

（宮っこ未来ビジョン） 

第２次宇都宮市地域教育推進計画 

（社会教育分野において最も基本となる計画） 

関係計画 

・第２次宇都宮市市民協働推進計画 

・第２次宇都宮市地区行政推進計画 

・宇都宮市学校教育推進計画 

・宇都宮市文化振興基本計画 

・宇都宮市スポーツ振興基本計画 

・第２次宇都宮市男女共同参画行動計画 

・宮っこ 子育ち・子育て応援プラン 

など 
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Ⅱ 地域教育の現状と課題 

１ 地域教育を取り巻く状況 

（１）社会情勢の変化 

ア 少子超高齢社会・人口減少社会の進行 

出生率の低下や長寿命化による人口構造の変化によって，日本の全人口に占め

る６５歳以上の高齢者の割合は増加し，少子高齢化が急速に進行してきています。 

本市においても中心市街地などで高い高齢化率となっており，地域コミュニテ

ィの機能維持が困難な集落が増大しています。 

また，今後低い出生率と高い高齢化率が相乗的に作用し，日本の人口減少は加

速度的に進行していくものと予測されています。 

  本市においても平成２７年頃をピークに，人口が減少していくことが予測され

ており，生産年齢人口の減少による活力の低下などが懸念されていることから，

限られた行財政資源を効果的に活かすための施策の選択と集中，これからのまち

づくりの担い手として期待される元気な高齢者が活躍できる環境づくりなど，持

続可能なまちづくりにつながる取組が求められています。 

 

イ 絆・つながりの重要性 

核家族化や都市化の進行などによって，行き過ぎた個人主義の風潮がみられ，

人との関わりを避ける傾向が強く，近所づきあいなどの住民同士の交流やコミュ

ニティに対する意識も希薄になってきています。 

しかしその一方で，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は，地域の

絆，人と人とのつながりの重要性を改めて認識するきっかけとなりました。 

このようなことから，地域住民一人ひとりの人間力を高めるとともに，人や地

域の絆を再生し，よりよい地域の実現に向けて主体的かつ効果的に活動を実践で

きる地域全体としての力を高める取組が求められています。 
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ウ 公共の担い手の多様化 

社会・経済の成熟期を経て，人々の生活様式，ニーズ，価値観の多様化・複雑

化に伴い，公共的な領域の拡大や公共サービスに対するニーズに柔軟に対応して

いくことが求められている中，公共的活動の担い手となる主体も多様化してきて

おり，さまざまな活動主体を活かした地域社会づくりが必要となってきています。 

  また，地域は自らが持つ資源を最大限に活かしながら，それぞれの特性を活か

した発展を目指していくことが求められていることから，行政が主導する画一的

なまちづくりではなく，地域の実情に応じた住民主体のまちづくりや，ＮＰＯ等

の市民活動組織をはじめ，個人，地域団体，企業など地域を構成する各主体との

協働，まちづくりを支える人材の育成，学んだ人材が活動・活躍することができ

る環境づくり・仕組みづくりが求められています。 

 

エ 学ぶ環境の変化 

インターネットや携帯電話などを利用した情報通信技術（ＩＣＴ）が急速に進

歩・普及し，あらゆる分野において，情報の多様化・高速化が進み，必要な情報

を容易に取得したり，発信したりすることが可能となるなど，日常生活や仕事の

あり方などに大きな影響を与えています。 

これまで主流であった，講座や講演会形式から，多様な情報やネットワークを

用いた通信教育，個人学習や電子メール，ソーシャルネットワーキングサービス

（ＳＮＳ）※2 などを通じた交流が可能となるなど，学習のあり方や学ぶ環境は多

様化してきていることから，より多くの人に必要な学びを提供するための様々な

手法の検討が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
※2 人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型のＷＥＢサイトなどの総称 
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（２）国・県等の動向 

平成２０年２月，中央教育審議会における答申（新しい時代を切り拓く生涯学習

の振興方策について）の中では，「個人の要望」を踏まえるとともに「社会の要請」

を重視した学習への支援が必要であるとしており，学習した各個人がその成果を活

用することで社会全体の持続的な教育力の向上に貢献する「知の循環型社会」を構

築することは，持続可能な社会の基盤となり，その構築にも貢献するとしています。 

また，平成２４年８月に公表された中央教育審議会第６期生涯学習分科会におけ

る「議論の整理（中間取りまとめ）」において，社会の変化の中で求められるものと

して，「個人の自立に向けた学習」と「絆づくり・地域づくりに向けた体制づくり」

を掲げており，これらを実現するための社会教育が活発に行われるよう環境を醸成

することが社会教育行政の役割であるとしています。 

栃木県においては，平成２３年３月，栃木県生涯学習推進計画四期計画「新・と

ちぎ学びかがやきプラン」を策定し，「学びをひろげる（学習機会の充実）」，「地域

をつくる（地域づくり）」，「未来へつなぐ（人づくり）」を柱として「生涯学習によ

るとちぎ県民の「絆」づくり」を目指した各種施策が示されており，県民同士が助

け合い，支えあう社会の実現のため，学びの成果を活かして地域づくりや人づくり

に取り組む必要があるとしています。 

 本市においては，「宇都宮市地域教育推進計画」等を踏まえ，これまで子どもの健

全育成や地域社会を支える人づくりに取り組んできましたが，さらなる地域教育の

推進には，地域社会の牽引役となる大人の意識改革が必要であると考え，平成２

１年７月に市社会教育委員の会議に「今後の『成人教育』のあり方について」を

諮問し，平成２２年７月に「成人教育」の意義・役割や考え方，推進方策などに

ついて答申を受けたところであり，「子どもの健全育成や地域の発展のためには，

大人一人ひとりが社会人としての責務を自覚し，自ら意識を変えていくことが必

要である。」としています。 
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２ これまでの取組の成果と課題 

 本市においてはこれまで，生涯学習の基盤整備や環境整備に取り組み，平成２０年度

からは地域で学び，地域で育て，地域をつくる「宇都宮市地域教育推進計画」を策定し，

地域に貢献できる人づくりを進めてきました。 

 また，平成２０年度には家庭の教育力の向上に向けた家庭教育支援の必要性などが再

認識され，保護者自身の教育力の向上や社会全体で親としての成長を支えるため「宇都

宮市親力向上支援プラン」を策定し，保護者の学習・交流機会の充実などに重点的に取

り組んできました。 

 

（１）地域教育推進計画 

「宇都宮市地域教育推進計画」に基づき各種施策・事業に取り組んできた結果，以

下のような取組の成果と課題が現れてきています。 

基本目標１：一人ひとりが人間力※3を高め，さまざまな場面で地域社会づくりに

貢献しています。 

基本指標１：地域活動等に参加している市民の割合 

53.8%(H17)⇒56.6%(H23)  60.0%(H24 目標値) 

・ 子ども情報センター事業，宮っ子ステーション事業，子ども読書活動など，

子どもの体験活動に資する取組や団塊世代の地域デビュー促進，みやシニア活

動センター事業，ふるさと子ども塾など，社会貢献活動や地域に目を向けた取

組が進められています。 

・ 地域を支える人材の育成や個人の社会性・適応力を伸ばす取組とともに，学

んだ人材が地域活動に参加し，様々な場面でまちづくりの担い手として活躍で

きる環境を整備する必要があります。 

 

基本目標２：家庭や地域の大人たちが交流しあい，たくさんの大人によって子ど

もたちが育まれています。 

基本指標２：地域の子どもたちのために何らか活動をしている市民の割合 

25.1%(H19)⇒24.1%(H23)  40.0%(H24 目標値) 

    ・ 学校支援ボランティアの育成と活動支援など地域の教育力を活かした学校支

援のための人材育成が進み，魅力ある学校づくり地域協議会の活動などは活発

化してきています。 

・ 少子高齢化やコミュニティ意識の希薄化が進展する中において，地域活動者

の固定化などがみられることから，地域の子どもは地域で育てるという意識の

醸成や家庭，学校，地域団体，企業，行政などの地域を構成する主体同士の連

携による取組を進めていく必要があります。 

                                                   
※3  自己の内面をはぐくみ，かつ，自分自身だけの成長にとどまることなく，その気づきや学びを多くの人に伝え，

さらには，明るい豊かな社会の創造に寄与する総合的な力 
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基本目標３：一人ひとりが，自分にあったさまざまな学習や学習支援活動を行っ

ています。 

基本指標３：自分にあった学習の場や機会を得ることができていると感じている

市民の割合  36.1%(H19)⇒39.4%(H23)  50.0%(H24 目標値) 

・ 市民大学や地域教育メッセの充実など市民の主体的な学習活動に向けた支援

や生涯学習センターの機能強化，人材かがやきセンターの開設，南図書館の開

館など，人づくりを推進する基盤の整備が図られてきています。 

・ 自分にあった学びの場を得られている満足度は高いとは言えない状況となっ

ており，多種多様な学習の形式やテーマ・開催日時等の設定，学習情報の提供

など，市民の学ぶ意欲の向上に向けた学習環境の充実を図る必要があります。 

 

（２）親力向上支援プラン 

「宇都宮市地域教育推進計画」の家庭の教育力向上にかかる「宇都宮市親力向上支

援プラン」については本計画との関連が深いことから各種施策・事業の取組の成果と

課題を以下のとおりまとめました。 

基本方針１： 人とつながる場や機会の充実 

  ・ 家庭教育サポーターの活動開始，各種事業を通した地域の大人と児童の交流

など，親同士，親と子，異世代間など様々な交流機会が充実してきています。 

・ 引き続き交流を支える人材の育成や親同士がつながる場・機会を充実してい

く必要があります。 

 

基本方針２：子育て期に応じた親学支援 

・ 情報誌の発行，家庭の教育手帳の活用促進など，中高生から祖父母まであら

ゆる年代に応じた学習機会が提供されています。 

・ 新たに親になった市民への親学支援，相談機能等の充実を図るとともに，子

どもの成長に応じた家庭教育支援を継続していく必要があります。 

 

基本方針３：組織がつながり社会で支える親力向上支援体制の構築 

・ 家庭教育支援センター機能の整備，学校や関係機関，企業，家庭教育支援団

体との連携強化など，親力向上支援体制の構築が図られてきています。 

・ 地域，学校等の関係機関や家庭教育支援団体，企業など地域社会を構成する

あらゆる組織の連携強化など，地域社会総ぐるみの親力向上支援に向けた取組

を進めていく必要があります。 

 

基本指標：子育てが楽しいと感じる割合 

64.1%(H19)⇒71.0%(H24)  70.0%(H24 目標値) 
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３ 市民意識調査の結果 

ア 大人の問題について 

今の大人に感じる問題として，「ルールを守れない大人やモラルのない大人が増え

ている」，「周囲の人や地域とのつながりを持てない大人が増えている」との回答が

多くなっています。 

 

◆ 公共を意識する大人としての自覚やコミュニティに対する意識の醸成が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［宇都宮市 Ｈ２３宇都宮の人づくりに関する市民意識調査より］ 

 

    自分の問題や間違いに気づくときについて，「自分の行動を振り返ったとき」，「人

から注意・指摘されたとき」，「他人の問題行動や間違いを見たとき」との回答が多

くなっています。 

 

◆ 自分の問題に気づくためには，自己の振り返りや他者との関係構築が重要 

自分の問題に気づくとき

70.8%

55.0%

51.1%

33.9%

32.9%

8.6%

0.9%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の行動を振り返ったとき

人から注意・指摘されたとき

他人の問題行動や間違いを見たとき

物事がうまく進まないとき

トラブルやショックな出来事が起こったとき

メディアや世論と自分の考えが違ったとき

その他

無回答

 

［宇都宮市 Ｈ２３生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より］ 

 

n=2,177

81.4

68.4

43.7

40.2

29.9

3.5

1.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ルールを守れない大人やモラルのない大人が
増えている 
周囲の人や地域とのつながりを持てない大人
が増えている 
自ら社会の役に立ちたいと言う意欲が低下し
ている 
子どもや若者など、将来の社会の担い手のこ
とを考えていない大人が多い 
現代社会を行きぬく能力（情報化社会や消費
生活問題への対応など）が十分でない 

その他 

特に何も感じていない 

 無回答 
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イ 近所づきあいについて 

近所づきあいについて，「付き合いはしているがそれほど親しくはない」，「ほとん

どもしくは全く付き合っていない」が合わせて６割以上となっています。 

 

◆ 現代におけるコミュニティ意識の希薄化や他者からの干渉を避ける傾向があ

り，地域における絆の再生が必要 

n=2,177

　無回答
1.0その他

1.1

とても親しく付
き合っている

4.8

ほとんどもしく
は全く付き合っ

ていない
21.5

付き合いはして
いるが、それほ
ど親しくはない

46.6

わりと親しく付
き合っている

25.1

 

［宇都宮市 Ｈ２３宇都宮の人づくりに関する市民意識調査より］ 

 

 

ウ 家庭・地域の教育力について 

家庭の教育力の低下について，過去の市民意識調査との比較では，「思う」，「だい

たい思う」と答えた市民の割合が平成１５年度は 91.9％，平成１９年度は 83.1%，

平成２３年度は 70.1％となっており改善傾向にあります。 

 

◆ 引き続き，家庭の教育力向上に向けた取組が必要 

 

 

 

 

 

［宇都宮市 Ｈ１５教育に関する市民意識調査より］ 

［宇都宮市 Ｈ１９生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より］ 

［宇都宮市 Ｈ２３宇都宮の人づくりに関する市民意識調査より］ 

 

37.7

58.7

32.4

24.4

26.8

22.3

6.4

65.1 5.9

3.4

1.9

1.8

6.0

4.2

2.6

0.3

H23(n=2,177)

H19(n=1,526)

H15(n=1,208)

思う だいたい思う あまり思わない 思わない わからない 無回答
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また，地域の教育力の変化について，過去の市民意識調査との比較では，「以前に

比べて低下している」と答えた市民の割合が平成１９年度は 55.6％，平成２３年度

は 47.5%と低くなってきています。 

 

◆ 引き続き，地域の教育力向上に向けた取組が必要 

 

 

 

 

 

［宇都宮市 Ｈ１９生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より］ 

［宇都宮市 Ｈ２３宇都宮の人づくりに関する市民意識調査より］ 

 

 

エ 生涯学習・社会教育の推進について 

    生涯学習や社会教育の推進のために力を入れることとして，「生涯学習センター

などで，誰でも気軽に参加できるような講座や講演会を増やす」，「学んだ成果や特

技を，地域のまちづくりに活かすことのできる機会を充実させる」次いで，「地域住

民の仲間づくりや交流機会を充実させる」などの回答が多くなっています。 

 

◆ 気軽に参加しやすい学習機会の充実が必要 

◆ 地域における，学習成果を活かす機会や交流機会等の充実が必要 

生涯学習・社会教育の推進方策

49.3%
30.4%

26.0%
23.4%

19.9%
18.5%
18.4%
17.9%

14.6%
13.0%

10.0%
5.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

誰でも気軽に参加できるような講座や講演会を増やす

学習成果を地域のまちづくりに活かす機会を充実させる

地域住民の仲間づくりや交流機会を充実させる

講座や講演会の種類や内容を充実させる

生涯学習の周知や学習情報の提供を充実させる

地域住民が地域のことについて学ぶ機会を充実させる

大学や高校と連携して，高度で専門的な講座や講演会を増やす

生涯学習センターや図書館などの公共施設を整備し充実させる

講座の企画・運営などへ市民の参加を促進する

団体やサークル活動を育成・支援する

指導者やコーディネーターなどの人材育成を充実させる

無回答

その他

 

［宇都宮市 Ｈ２３生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より］ 

 

 

 

47.5

55.6

16.2

11.1

6.6

6.3

27.2

24.4

2.5

2.6

H23(n=2,177)

H19(n=1,526)

以前に比べて低下している 以前とかわらない 以前に比べて向上している わからない 無回答
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オ 学習成果の活用について 

    生涯学習が活かされているかどうかについて，「わからない」が最も多く，「活か

されていない」と合わせると，６割以上の人に学習成果が活かされている実感が無

いという否定的な結果となっています。 

 

◆ 学習成果を活かす機会の創出や学習成果の活用に対する意識の醸成が必要 

生涯学習が活かされているか

23.7%

11.7%

52.9%

11.7%

活かされている

活かされていない

わからない

無回答

 

    また「活かされている」と答えた人の生涯学習の活かされ方については，「自分の

人生がより豊かになっている」，「健康の維持・増進」，「さらなる学習意欲へのつな

がり」などの回答が多く，活かされている範囲としては個人で完結する形で活用さ

れている割合が多くなっています。 

 

◆ 学びを通じ，人と人とのつながりや，地域の活力向上を図っていくことが必

要 

生涯学習の活かされ方

68.0%

42.9%

42.5%

35.0%

32.3%

10.2%

9.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の人生がより豊かになっている

自分の健康の維持・増進に役立っている

さらに広く，深い知識・技能を身につける意欲につながっている

日常の生活や地域での活動に活かされている

仕事や就職の上で活かされている

学業・学校生活の上で活かされている

学習やスポーツ，文化活動などの指導や支援に活かされている

その他

 

［宇都宮市 Ｈ２３生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より］ 
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４ 今後の地域教育推進の課題 

社会情勢の変化，国・県の動向，宇都宮市における取組の成果と課題，市民意識調査

の結果などから導き出された今後の地域教育推進の課題は以下のとおりです。 

 （１）学びによる人間力の向上 

    社会環境が激しく変化する中，地域住民一人ひとりが，変化に柔軟に対応し力強

く生きていくためには，学ぶことや人とつながることにより人生をより豊かなもの

とし，こうした中で個人の社会性や適応力など，人間力を高めることのできる学習

環境を整える必要があります。 

・学びに向けた意識醸成が必要 

・参加しやすい学習環境が必要 

・仲間づくりや交流機会の充実が必要 

・社会性や適応力を高める学習機会が必要 

 （２）地域を支える人材の育成 

   人々の生活様式や価値観などが多様化する中，地域の実情に応じた住民主体のま

ちづくりを進めていくためには，地域社会の様々な場面で活躍できる人材やまち

づくりの主体となる人材の育成を進めていく必要があります。 

・地域社会やまちづくりを支える人材の育成が必要 

・地域課題等に関する学習の充実が必要 

 （３）地域を構成する各主体の支援，連携強化 

   地域におけるコミュニティ意識の希薄化が進む中，人や地域の絆を再生し，地域

の力を高めていくためには，地域を構成する主体である家庭，学校，地域団体，

企業などの学習・教育活動に対する支援や相互の連携強化を図る必要があります。 

・学校・家庭教育支援の充実が必要 

・地域社会全体による教育活動支援が必要 

・ＮＰＯや市民活動団体などとの協働が必要 

・企業との連携による取組が必要 

 （４）地域における学習成果の活用の促進 

少子高齢化や人口減少など，地域の活力低下が懸念される中，持続可能な地域社

会を構築するためには，地域における学習成果の活用を促進する必要があります。 

・活動へのきっかけづくりが必要 

・学習成果を活かす機会の充実が必要 

・学んだ人材が活動できる循環を促す仕組みづくりが必要 
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Ⅲ 基本的な考え方 

１ 基本理念 

市民一人ひとりが，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，「今後

の地域教育推進の課題」として抽出した４つの課題を整理統合し，導き出された本計

画の目指す姿を「基本理念」として以下のとおり定めます。 

 

『学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐ

るみによる教育活動やまちづくりを支える社会を実現する。』 

 

 

○ 学びを通して個人の人間力を高めます。（人づくり） 

「学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み」は課題の「学びによる

人間力の向上」に対応し，豊かな人生を送るための学びや，人とつながることの

喜び，絆の再生などを通して，個人の人間力を高めます。 

 

   ○ 地域の教育やまちづくりを地域ぐるみで支えます。（絆づくり） 

「地域ぐるみによる教育活動やまちづくりを支える」は課題の「地域を支える

人材の育成」，「地域を支える各主体の支援，連携強化」に対応し，地域ぐるみで，

子どもを育てることやより良い地域社会のために考え行動することができるよう，

地域における各主体の連携を強化するとともに，そのための人づくりに取り組み

ます。 

 

○ 学んだ成果を活かして地域で活躍できる仕組みをつくります。（地域づくり） 

基本理念全体として，課題の「地域における学習成果の活用促進」に対応し，

学びを通して育んだ成果を活かして，地域ぐるみの教育活動やまちづくりを支え

る社会の実現を目指します。 
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２ 基本目標 

「基本理念」の実現に向け，４つの課題を解決した状態を整理し，以降のとおり「基

本目標」として定めるとともに，「基本目標」ごとにその達成状況を数値で示すものと

して，「基本指標」を設定します。 

 

 

基本目標Ⅰ 一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組ん

でいます。（人づくり） 

 

平成２０年の中央教育審議会答申において，社会を構成し，運営するとともに

「自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力」を伸長してい

くことが必要であると提言されています。 

この「総合的な力」は，学校教育など人生のある一時期のみに身につけられる

ものではなく，生涯にわたる多様な学習経験を積む中で身につけられるものであ

るとされています。 

こうしたことから，市民が自ら認識した課題を自らの手で解決し，豊かな生活

を送っていくためには，一人ひとりが自ら積極的に学ぶことにより，人間力を高

めていくことが重要であることから，本計画では，市民が個人の人間力を高める

ため主体的に学習に取り組んでいくことを目指します。 

 

基本指標① 学習活動をしている市民の割合 

43.2％（Ｈ２３）                    48.4％（Ｈ２９） 

    ※ 宇都宮市生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より 
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基本目標Ⅱ 市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちな 

ど教育活動に関わっています。（絆づくり） 

     

社会経済環境の変化により，人々の生産活動と生活の場は分離が進み，地縁的

な協働の必要性が減少したことで，地域における人と人とのつながりや連帯感，

支えあいの意識が希薄化し，社会教育行政の事業展開に大きく関わる自治会，子

ども会，婦人会，青年団等の地縁組織による伝統的な地域コミュニティの機能が

低下してきています。 

こうしたことから，個人の学習はもとより，個人が属する家庭をはじめ，地域

で活動する各主体が連帯感を創出することへの支援が重要であることから，本計

画では，市民が身近な場所で積極的に子どもの育ちなど教育活動に関わっていく

ことを目指します。 

 

基本指標② 放課後子ども教室に係る延べ地域活動者数 

14,716 人（Ｈ２３）                   37,438 人（Ｈ２９） 

※ 宇都宮市行政評価より 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づ

くりに貢献しています。（地域づくり） 

     

都市化や核家族化などによる価値観やライフスタイルの多様化等により，地域

社会における人間関係の希薄化や人々の孤立化が指摘されている一方，東日本大

震災の影響もあって，個々人が積極的に社会に参画し，他者と協働しながら活力

ある地域社会づくりに貢献していこうとする気運が高まっています。 

こうした流れの中で，地域課題の解決や地域社会の活性化などの取組を促進す

るためには，学習成果を社会に還元し，社会全体の持続的な向上に貢献する「知

の循環」が重要であることから，本計画では，市民が様々な場面で学習成果を地

域社会づくりに活かしていくことを目指します。 

 

基本指標③ 地域活動やボランティア活動に参加している市民の割合 

56.6%（Ｈ２３）                     60.0％（Ｈ２９） 

※ 宇都宮市生涯学習・社会教育に関する市民意識調査より 
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３ 重点事業の考え方 

計画に位置づける「事業・取組等」のうち，基本施策を代表する基幹的な事業や，基

本施策の目標達成に向け，特に効果が高いと考えられる事業を「重点事業」として位置

づけます。 

なお，「重点事業」には，本計画の目指す姿として掲げた「基本理念」の要素である

「人づくり」，「絆づくり」，「地域づくり」に関連が深く，地域教育を推進する上で先

導性の高い事業を位置づけるものとします。 

基本指標の達成に向け，着実に事業を実施していくため，原則として「重点事業」

には目標値を設定し，積極的に推進していきます。 
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４ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 主体的な学習活動への支援 

施策２ 個人の自立に向けた学習の推進 

一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組んでいます。 

基本目標Ⅰ 

人間力を高める学習環境の充実 

基本施策１ 

施策３ 成人教育の充実 

施策５ 社会の要請に対応した学習の充実 

施策４ 学習活動を支える人材の育成 

施策６ 家庭教育支援の充実 

施策７ 学校教育支援の充実 

市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなど教育活動に関わっています。 

基本目標Ⅱ 

施策８ 地域での育ち・育てを高める環境づくり 

 

家庭・地域における教育活動への

支援 

基本施策２ 

施策９ 多様な活動主体間の連携促進 

施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 

学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくりに貢献しています。 

基本目標Ⅲ 

施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 

 

学習成果を地域活動につなぐ仕

組みづくり 

基本施策３ 

『学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみによる教育活動やまちづくり

を支える社会を実現する。』 

基 本 理 念 
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Ⅳ 施策の展開 

 

 

「宮っこ未来ビジョン」では，２１世紀社会を生き抜くために求められる力として，「目

標を実現しようとする意欲・態度」「学ぶ力，創造する力」「広い心，共生の精神」「決まり

を遵守する態度」「健康・体力」の５つの資質や能力を設定しています。 

このように自己の内面をはぐくみ，かつ，自分自身だけの成長にとどまることなく，そ

の気づきや学びを多くの人に伝え，さらには，明るい豊かな社会の創造に寄与する総合的

な力を「人間力」と位置づけています。 

今後とも持続的に発展していく魅力ある地域社会の実現のためには，社会を構成し，運

営する市民一人ひとりが，「人間力」を高めることが求められています。 

そのため，「学習活動の促進」，「学習活動を支援する人材育成」，「社会の要請に応える学

習内容」など，個人の人間力向上を目的とした学習環境の充実に取り組みます。 

 

 

 

地域社会を構成する市民一人ひとりの，「人間力」を高めるためには，まずより多くの

市民に学習活動に参加してもらうことが重要であり，市民意識調査の結果においても，

社会教育を推進していくためには気軽に参加できる講座等の充実が必要であるとの回答

が多く見られ，学習機会の企画において参加しやすさへの対応が求められています。 

多様な学習機会や，学習者や活動者との交流機会，学習情報提供・学習相談などの充

実を図るなど，市民の主体的な学習活動を支援するための施策・事業を実施します。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

１ 生涯学習センター事業への参加促進      生涯学習課 

２ 市民ニーズに応じた学習機会の提供      生涯学習課 

３ 学習情報提供事業・学習相談事業の充実      生涯学習課 

４ 市民大学の実施      生涯学習課 

基本施策１ 人間力を高める学習環境の充実 

向けた取組の充実 

 

施策１ 主体的な学習活動への支援 
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５ 地域教育メッセの実施      生涯学習課 

６ 読書環境の充実      中央図書館 

 １ ＩＣＴの導入の促進      中央図書館 

 ２ 子ども読書活動の推進      中央図書館 

 ３ 図書館の環境整備の推進      中央図書館 

７ 図書館レファレンスサービスの活用促進      中央図書館 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

現代社会を力強く生きていくためには，自立した一人の人間として，自らの課題を認

識し，そして自ら解決していく力が必要となっています。 

そのため，身近な生活課題の解決につながる講座や青少年の自立に向けた取組など個

人の自立に向けた学習を推進します。 

 

事業 

番号 
事業・取組等  

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

８ 生活課題解決型講座の充実      生涯学習課 

９ 子どもの体験活動・体験学習機会の充実      
子ども未来課 

生涯学習課 

１０ 青少年活動センター事業の充実      子ども未来課 

 

施策２ 個人の自立に向けた学習の推進 
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重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

  市民意識調査では，今の大人に感じる問題として，ルールを守れない大人やモラルの

ない大人，周囲の人や地域とのつながりを持てない大人が増えているとの回答が多く，

大人自身の気づきや意識の変容が求められています。 

地域社会を構成する一員としての責任や役割を自覚し，子どもや他の大人のお手本と

なる魅力ある大人となれるよう，大人として必要なモラル・マナー，人とつながるため

のコミュニケーション力，社会規範に対する意識などを養成する施策・事業に取り組み

ます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等  

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

１１ 大人に対する人づくり啓発事業の実施      教育企画課 

１２ 大人のための道徳講座の充実      生涯学習課 

１３ コミュニケーション力向上事業の実施      生涯学習課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

 

施策３ 成人教育の充実 
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市民の生活スタイル・ニーズが多様化する中，魅力的な地域社会を築き上げるために

は多様な市民活動を支える人材を育成することが求められています。 

市民それぞれが持っている特性や培ってきた知識・経験を活かして地域における学習

活動の推進に関わることは，住民主体の地域づくりに寄与するとともに，自己の気づき

や学びを自分自身の成長にとどめず多くの人に伝え，他者の学びを支援することにより，

自らの新たな気づきや更なる成長にもつながることから，意欲をもって地域で活躍でき

る学習活動の推進に向けた人材の育成に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等  

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

１４ 社会教育主事の養成・活用促進      生涯学習課 

１５ 家庭教育サポーター養成事業の実施      生涯学習課 

１６ 学校支援ボランティア講座の実施      生涯学習課 

１７ 生涯学習コーディネーターの育成      生涯学習課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策４ 学習活動を支える人材の育成 
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  社会情勢が激しく変化する中，地域社会が抱える課題も多様化・複雑化してきており，

社会的な課題に対する新しい知識・情報などについて学習することが必要となっていま

す。 

  社会の要請として必要性が高まっているテーマについて学習することは，明るく豊か

な社会の創造に寄与する総合的な力を身につけることにつながることから，関係行政部

局等と連携・協働しながら，学習機会の充実に向けた施策・事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

１８ 社会の要請に対応した講座の実施      生涯学習課 

 １ 
ワーク・ライフ・バランスの理解に向けた

学習の推進 
     男女共同参画課 

 ２ 人権教育の推進      
生涯学習課 

男女共同参画課 

 ３ 国際理解教育の推進      
生涯学習課 

国際交流プラザ 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策５ 社会の要請に対応した学習の充実 
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 家庭環境の多様化や地域社会の変化により，家庭や地域における教育力の低下が憂慮さ

れており，こうした社会においては，家庭・学校・地域の連携により，地域ぐるみで子ど

もの育ちなどの教育活動を充実していくことが求められています。 

 市民が家庭や地域など身近な場所で積極的に子どもの育ちに関われるよう，「家庭教育の

支援」，「学校教育との連携」や家庭や学校を含む地域における教育活動への支援に取り組

みます。 

 

 

 

 

  地域における人づくりの基礎となる家庭の教育力について，市民意識調査の結果など

においては，家庭の教育力が低下していると感じている市民の割合は依然として高い数

値を示しています。親子の育ちを支える人間関係の弱まりや，社会経済環境の変化等に

より，現代は，「家庭教育が困難な社会」となっていることから，その対応が求められて

います。 

このような社会においては，これまでの家庭教育支援はもとより，より幅広く，親学

や家庭教育支援の輪を広げていく必要があることから，家庭教育支援の充実に向けた施

策・事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

１９ 「親学」の推進      生涯学習課 

２０ 家庭教育支援講座の実施      生涯学習課 

２１ 家庭教育サポーターの活動支援      生涯学習課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

基本施策２ 家庭・地域における教育活動への支援 

向けた取組の充実 

 

施策６ 家庭教育支援の充実 
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 家庭教育の支援とともに，社会教育行政の役割となっている学校教育との連携について

は，地域の学び舎である学校を地域ぐるみで支援していくことが必要となっています。 

地域の教育力を活かして学校を支援することで，学校における子どもの教育環境が充実

するとともに，学校支援に参加した地域の大人も子どもとともに学び，気づくことが期待

されることから，学校教育の充実，家庭・地域の教育力の向上に資する学校教育支援の充

実に向けた施策・事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 【事業区分】 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

２２ 
魅力ある学校づくり地域協議会活動への支

援 
     生涯学習課 

再掲 学校支援ボランティア講座の実施      生涯学習課 

２３ 「街の先生」事業の推進      学校教育課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策７ 学校教育支援の充実 
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地域の教育力を高めていくためには，大人も子どもも地域や社会とのつながりや関わ

り合いを持ち，「学び合い，支え合う」地域のきずなづくりが必要となっています。 

そのため，地域ぐるみで子どもの育ちを支える環境づくりに取り組むとともに，子育

て中の親を含めた地域の大人も子どもとともに学び・育つための環境づくりに向けた施

策・事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

２４ 宮っ子ステーション事業の充実      生涯学習課 

再掲 「親学」の推進      生涯学習課 

２５ 地域教育力向上啓発事業の充実      生涯学習課 

２６ 地域子育て支援拠点事業の推進      保育課 

２７ 青少年の居場所づくり事業の充実      子ども未来課 

２８ 市民総ぐるみの環境点検活動の推進      
生活安心課 

子ども未来課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

 

 

施策８ 地域での育ち・育てを高める環境づくり 
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本市においては，これまで，「学びを通して豊かな人間性を育み，子どもの育ちや地域社

会を支える『人づくり』を進める」を基本理念とした「第１次宇都宮市地域教育推進計画」

に基づき，地域に目を向けた学習機会の充実と地域教育を推進するための基盤の整備に取

り組んできました。 

今後は，こうした環境を活かした継続的な人づくりに取り組むとともに，人と人，人と

活動を「つなぐ」ことが必要な段階を迎えています。 

そのため，学習成果を社会に還元し，社会全体の持続的な向上に貢献する「知の循環型

社会」の構築を目指し，地域貢献意欲を高める郷土愛の醸成や地域についての学習，学習

成果を地域活動につなぐ仕組みづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

学習成果を活かした地域における活動を促進するためには，活動の場となる地域の多

様な活動主体間の連携が必要となっています。 

そのため，学んだ人材が学習成果を活かす機会にめぐり合えるよう，各主体の活動に

つなぐ仕組みや活動に参加するきっかけづくりなどに取り組むとともに，地域の企業や

市民活動団体などの連携・協働の促進に向けた施策・事業に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

２９ 人材バンクの構築      
生涯学習課 

みんなでまちづくり課 

３０ まちづくりセンター事業の推進      みんなでまちづくり課 

３１ 企業の教育力の活用支援事業の実施      
生涯学習課 

商工振興課 

３２ 社会教育関係団体との連携      生涯学習課 

３３ みやシニア活動センター事業の実施      高齢福祉課 

３４ 地域スポーツクラブの育成支援      スポーツ振興課 

基本施策３ 学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり 

 

向けた取組の充実 

 

施策９ 多様な活動主体間の連携促進 
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重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

地域住民の社会参画や地域貢献意欲の高まりを学習や活動に結びつけ，主体的なまち

づくりを進めていくためには，地域住民が学習を通じて，地域に対する課題意識を持つ

ことが重要です。 

そのため，地域住民が自らの住む地域について理解し，魅力や課題に気づくための学

びやその課題を解決するための学びを提供するなど，地域の課題解決に向けた実践的な

学習を推進します。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

３５ 地域学講座の実施      
生涯学習課 

みんなでまちづくり課 

３６ 地域課題解決学習プログラムの構築      
生涯学習課 

みんなでまちづくり課 

３７ 地域かがやきプロジェクト事業の推進      生涯学習課 

再掲 図書館レファレンスサービスの活用促進      中央図書館 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

 

 

 

 

施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 
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 学習成果を活かした地域活動を促進するためには，まず，自らの住む地域の歴史や文化，

産業など，地域の特性を知り，地域に愛着と誇りを持つことが必要です。 

そのため，地域貢献意欲の基盤となる，郷土愛を育む施策・事業を推進します。 

 

事業 

番号 
事業・取組等 

実施時期（年度） 
担当課 

25 26 27 28 29 

再掲 地域学講座の実施      生涯学習課 

３８ 
宇都宮伝統（ふるさと）文化継承事業の推

進 
     文化課 

３９ 成人式における地域交流事業の推進      生涯学習課 

 

重点事業の目標値 

事業番号○［事業名         ］ 

指標名 平成２３年度 平成２９年度 

   

 

施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 
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Ⅴ 計画の推進 

本計画をより実効性のあるものとするため，行政内部の推進体制を整備するとともに，

地域の住民や企業，各種団体などとの連携により，効果的に計画を推進していきます。 

１ 計画の進行管理 

全庁をあげて地域教育を推進していくため，本市における生涯学習の推進方策の

検討や，関連施策の総合化などの役割を担う「宇都宮市生涯学習推進本部」におい

て，本計画における取組の進捗状況の確認を行うとともに地域教育推進のための協

議・検討を行っていきます。 

また，進捗状況については，学識経験者や学校教育関係者，社会教育関係者など

からなる「社会教育委員の会議」へ報告し，意見を聴取します。 

２ 社会の要請の高まりへの対応 

 市民が心豊かに安心安全な市民生活を送るためには，激しく変化する時代の潮流

の中で，必要性の高まっているテーマについて知識等を得ることが必要であり，社

会教育行政としては社会の要請に即応した学習機会を提供していく役割があります。 

そのため，「宇都宮市生涯学習推進本部」や「社会教育委員の会議」において，社

会の要請として必要性の高まっている学習テーマについての協議・検討を行うとと

もに，そのテーマを所管する関係部局との連携・協働により学習機会の提供に努め

ます。 

３ 生涯学習振興行政との関係 

教育委員会や市長部局など本市が実施する生涯学習に資する事業（本計画の事業

を含む。）を総合的に推進する生涯学習振興行政については，「宇都宮市生涯学習推

進本部」を中心に積極的に取り組みます。 

なお，生涯学習振興事業一覧を本計画書参考編●ページに示します。 

４ 計画の推進体制 

本計画に位置づけられている施策・事業は，行政だけで実施できるものではなく，

市民，家庭，学校，企業，市民団体などとの連携・協働が必要不可欠です。 

こうしたことから，それぞれの特性を認識し，尊重しあいながら，対等な立場の

もとに積極的に協力し，より良い地域社会の実現に向けた施策・事業に取り組んで

いきます。 
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地域教育推進計画の推進体制イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の推進体制 

［地 域］ 

［行 政］ 

計画の進行管理体制 

［庁 外］ 

［庁 内］ 

生涯学習推進本部 
【構成】 

本部会議（関係部次長） 

幹事会議（関係課長） 

作業班（関係課係長等） 

【主な役割】 

 進捗状況の確認・助言 

社会の要請についての協議・検討 

生涯学習課（事務局） 
【主な役割】 

 事業実施機関との連携・支援 

 関係部局との連絡調整 

社会教育委員の会議 
【構成】 

 学識経験者，学校教育関係者，社会

教育関係者 

【主な役割】 

 進捗状況に関する意見・助言 

社会の要請についての協議・検討 

 

報告 

意見聴取 

 

生涯学習 

センター 図書館 

計画における取組 

社会の変化等外的要因 

報告 

助言 
庁内関係各課 
【主な役割】 

 各課個別テーマの学習の推進 

連携 

方向性 

の提示 
人材かがやきセンター 

（生涯学習課） 

連携・協働 

学校 

行政 市民 

市民団体 

施策・事業 企業 家庭 

連携 

協働 

事業実施 

状況報告 

地域を構成する１セ

クターとしての役割 



 １　計画の計上事業一覧

基本目標Ⅰ　一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組んでいます。

基本施策１　人間力を高める学習環境の充実

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

１　主体的な学習活動への支援

生涯学習センター事業への参加促進 生涯学習課

市民ニーズに応じた学習機会の提供 生涯学習課

学習情報提供事業・学習相談事業の充実 生涯学習課

市民大学の実施 生涯学課

地域教育メッセの実施 生涯学習課

読書環境の充実 中央図書館

１ ＩＣＴの導入の促進 中央図書館

２ 子どもの読書活動の推進 中央図書館

３ 図書館の環境整備の推進 中央図書館

図書館レファレンスサービスの活用促進 中央図書館

２　個人の自立に向けた学習の推進

生活課題解決型講座の充実 生涯学習課

子どもの体験活動・体験学習機会の充実
子ども未来課
生涯学習課

青少年活動センター事業の充実 子ども未来課

３　成人教育の充実

大人に対する人づくり啓発事業の実施 教育企画課

大人のための道徳講座の充実 生涯学習課

コミュニケーション力向上事業の実施 生涯学習課

４　学習活動を支える人材の育成

社会教育主事の養成・活用促進 生涯学習課

家庭教育サポーター養成事業の実施 生涯学習課

学校支援ボランティア講座の実施 生涯学習課

生涯学習コーディネーターの養成 生涯学習課

５　社会の要請に対応した学習の充実

社会の要請に対応した講座の実施 生涯学習課

１ ワーク・ライフ・バランスの理解に向けた学習の推進 男女共同参画課

２ 人権教育の推進
生涯学習課

男女共同参画課

３ 国際理解教育の推進
生涯学習課

国際交流プラザ

基本目標Ⅱ　市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなど教育活動に関わっています。

基本施策２　家庭・地域における教育活動への支援

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

６　家庭教育支援の充実

「親学」の推進 生涯学習課

家庭教育支援講座の実施 生涯学習課

家庭教育サポーターの活動支援 生涯学習課

７　学校教育支援の充実

魅力ある学校づくり地域協議会活動への支援 生涯学習課

学校支援ボランティア講座の実施 生涯学習課

「街の先生」事業の推進 学校教育課

８　地域での育ち・育てを高める環境づくり

宮っ子ステーション事業の充実 生涯学習課

「親学」の推進 生涯学習課

地域教育力向上啓発事業の充実 生涯学習課

地域子育て支援拠点事業の推進 保育課

青少年の居場所づくり事業の充実 子ども未来課

市民総ぐるみの環境点検活動の推進
生活安心課
子ども未来課

番号

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

再

２３

２４

再

２５

２６

２７

２８
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基本目標Ⅲ　学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくりに貢献しています。

基本施策３　学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり

施策 重点 事業・取組等 区分 所管課

９　多様な活動主体間の連携促進

人材バンクの構築
生涯学習課

みんなでまちづくり課

まちづくりセンター事業の推進 みんなでまちづくり課

企業の教育力の活用支援事業の実施
生涯学習課
商工振興課

社会教育関係団体との連携 生涯学習課

みやシニア活動センター事業の実施 高齢福祉課

地域スポーツクラブの育成支援 スポーツ振興課

１０　地域の課題解決に向けた学習の推進

地域学講座の実施
生涯学習課

みんなでまちづくり課

地域課題解決学習プログラムの構築
生涯学習課

みんなでまちづくり課

地域かがやきプロジェクト事業の推進 生涯学習課

図書館レファレンスサービスの活用促進 中央図書館

１１　郷土愛を育む取組の推進

地域学講座の実施
生涯学習課

みんなでまちづくり課

宇都宮伝統（ふるさと）文化継承事業の推進 文化課

成人式における地域交流事業の推進 生涯学習課

番号

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

再

再

３８

３９
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２ 事業・取組等調書（例） 

事業番号１ 生涯学習センター事業への参加促進 

担当課 生涯学習課 事業区分 継続 

目的と概要 

仕事や子育てなどで，学びたいと思っていても学習機会に参加できない

人を呼び込むため，講座事業の対象となる世代や性別の特性を意識した

開催時期や日時，場所の設定，託児の充実など，事業への参加を妨げて

いる要因を取り除くことで，学びたい人が，参加しやすい環境をつくる。 

 

事業番号２ 市民ニーズに応じた学習機会の提供 

担当課 生涯学習課 事業区分 継続 

目的と概要 

市民一人ひとりが学びを通して，人とつながり，豊かな人生を送ること

ができるよう，各生涯学習センター等において，市民が学びたくなるよ

うな，市民ニーズに応じた学びの機会や場を提供する。 

 

事業番号●  

担当課  事業区分  

目的と概要 

 

 

事業番号●  

担当課  事業区分  

目的と概要 

 

 

事業番号●  

担当課  事業区分  

目的と概要 
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３ 計画策定の経過 

日 程 実 施 項 目 内 容 

平成 24年 3月～4月 
計画策定に関する市民意識調

査の実施 

・生涯学習・社会教育に関する市民意識

調査 

平成 24年 4月 20日 教育委員会への付議 
・「（仮称）第２次宇都宮市地域教育推進

計画」の策定体制等について 

平成 24年 4月 26日 庁議への付議 
・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

策定体制等について 

平成 24年 6月 8日 
第１回生涯学習推進本部 

本部会議・幹事会議の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

策定体制等について 

・「地域教育推進計画」の評価等について                            

平成 24年 6月 28日 
生涯学習推進本部作業班 

第１回検討会の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

策定体制等について 

・「地域教育推進計画」の評価等について 

・地域教育の現状と課題について 

平成 24年 7月 5日 
生涯学習推進本部作業班 

第２回検討会の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」と

関連計画等の取扱について 

・計画の名称について 

平成 24年 7月 18日 
第２回生涯学習推進本部 

幹事会議の開催 

・現状と課題について 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」と

関連計画等の取扱について 

・計画の名称について 

平成 24年 8月 1日 社会教育委員の会議 

・宇都宮市地域教育推進計画と関連計画

等の概要について 

・「地域教育推進計画」の評価等について             

・地域教育及び親力向上支援の現状と課

題について 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」と

関連計画等の取扱について 

・「（仮称）第２次宇都宮市地域教育推進

計画」の策定体制等について 

平成 24年 8月 17日 
生涯学習推進本部作業班 

第３回検討会の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

フレーム（案）について 

平成 24年 9月 3日 
第３回生涯学習推進本部 

幹事会議の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

フレーム（案）について 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

対象事業の考え方について  
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日 程 実 施 項 目 内 容 

平成 24年 9月 27日 社会教育委員の会議 
・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

フレーム（案）について 

平成 24年 10月 10日 関係部長等会議の開催 
・「（仮称）第２次宇都宮市地域教育推進

計画」の策定状況について 

平成 24年 10月 19日 
生涯学習推進本部作業班 

第４回検討会の開催 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」の

対象事業の範囲等について 

・計画の施策体系（案）について 

・重点事業の考え方等について 

・「（仮称）第２次地域教育推進計画」に

関する事業調査について 

平成 24 年 10 月 19 日

～10月 26日 

計画策定に関する庁内事業調

査の実施 
・庁内関連事業調査 

平成 24年 11月 5日 
生涯学習推進本部作業班 

第５回検討会の開催 

・計画の施策体系（案）について 

・計画の素案（案）について 

平成 24年 11月 12日 

第２回生涯学習推進本部 

本部会議・第４回幹事会議の

開催 

・計画の施策体系（案）について 

・計画の素案（案）について 

平成 24年 11月 20日 社会教育委員の会議 
・計画の施策体系（案）について 

・計画の中間取りまとめについて 

   

平成 24年 12月 
関係部長等会議 ・計画の素案について 

平成 24年 12月 政策会議 ・計画の素案について 

平成 24年 12月 21日 教育委員会委員協議会に付議 ・計画の素案について 

平成 25年 1月 パブリックコメントの実施 ・計画の素案を公表 

平成 25年 2月 

第３回生涯学習推進本部 

本部会議・第５回幹事会議の

開催 

・パブリックコメントの結果について 

・計画の最終案について 

平成 25年 2月 15日 教育委員会への付議（協議） 
・パブリックコメントの結果について 

・計画の最終案について 

平成 25年 2月 25日 社会教育委員の会議 
・パブリックコメントの結果について 

・計画の最終案について 

平成 25年 3月 22日 教育委員会への付議（審議） ・計画の最終案について 

平成 25年 3月 28日 計画の策定・公表  
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健康増進課

健康増進課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健所総務課

保健所総務課

保健所総務課

保健所総務課

保険年金課

２　高齢期の生活を充実する 高齢福祉課

高齢福祉課

高齢福祉課

障がい福祉課

障がい福祉課

子ども発達センター

生涯学習課

子ども未来課

子ども未来課

保育課

子ども発達センター

子ども家庭課

子ども家庭課

生涯学習課

保育課

子ども家庭課

子ども家庭課

みやシニア活動センター事業

子育ち・子育て支援　施設の整備推進
地域子育て支援拠点事業の推進

１　障がい者の社会的自立の促進

情報提供・相談と相互扶助による支援の充実

盲導犬ふれあい教室

障がい者の地域生活への移行の促進 【再掲】出前保健福祉講座（障がいのある方が利用
できる福祉サービスについて）

障がい者の社会参加の促進

宮っ子スマイルセミナー（ストップ　ザ　児童虐待）

【再掲】出前保健福祉講座（お酒との上手な付き合い方）

【再掲】宮っ子スマイルセミナー（発達障がいを正しく
知ろう！）

宮っ子ステーション事業の実施

【再掲】出前保健福祉講座（症状に応じた上手な救
急医療の利用を！）

【再掲】出前保健福祉講座（ストレスとメンタル）

茂原健康交流センター事業（水中運動教室等）

老人福祉センター事業（教養講座等）

【再掲】出前保健福祉講座（知っておきたい薬の知識）

健康づくり推進事業

【再掲】出前保健福祉講座（5人に1人はかかりうる精
神疾患）

【再掲】出前保健福祉講座（子どもの病気あわてず
対処が基本です）

特定健康診査の推進

事業名

食育の推進事業（食育出前講座）

心の健康づくり講座及び広報紙掲載

【再掲】出前保健福祉講座（知っておきたい感染症
のはなし）

【再掲】出前保健福祉講座（その時に備えよう強毒
性インフルエンザ）

エイズ予防普及啓発事業（エイズ対策従事者研修
会）（エイズ予防教育出前講座）

感染症の発生・蔓延防止対策（感染症予防研修会）

地域における健康づくりの推進

政策の柱Ⅰ　市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支えるために

基本施策 施策の体系 基本事業名

子育て支援事業の実施

宮っ子スマイルセミナー

【再掲】宮っ子スマイルセミナー（ひとり親家庭を応援
します）

【再掲】宮っ子スマイルセミナー（ストップ　ザ　児童虐待）

地域における子育ち・子育てを支援する環境づくり

１　保健・医療サービスの質を高める

３　障がいのある人の生活を充実する

４　愛情豊かに子どもたちを育む １　児童健全育成県境の充実

２　子育て支援の充実

１　健康づくりの推進

２　地域医療体制の充実

３　ひとり親家庭等への支援充実

４　子どもへの虐待防止対策の強化

３　国民健康保険の医療費適正化の推進

２　高齢者の生きがいづくりの充実

療育体制の充実２　障がい者の生活支援の充実

所管課

アルコールに関する健康教育

自殺予防・こころの健康づくり対策事業（ゲートキー
パー研修会）

宮っ子スマイルセミナー（発達障がいを正しく知ろう！）

薬事監視指導事務（薬物乱用防止啓発事業）

宮っ子スマイルセミナー（宮っ子の子育ち・子育てを
応援します！）

宮っ子スマイルセミナー（ひとり親家庭を応援します）

宮っ子スマイルセミナー（知りたい地域の子育て支援）

子どもの権利を尊重する環境づくり

地域における健康づくりの推進

保健・医療サービスの推進

質の高い医療サービスの安定的確保の推進

高齢者の社会との交流促進

地域における子育ち・子育て支援の充実

６　生涯学習振興事業一覧

（１）生涯学習振興行政の基本的な考え方
　　　生涯学習振興行政の「全体を総合的に調和・統合する機能」をより一層強化し，各学校段階間や各ライ
　　フステージ間の円滑な接続など個々人の生涯にわたる学習の継続性にも留意しながら，学習活動全体を俯
　　瞰し，調整して，生涯学習の理念である「国民一人一人が，自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることが
　　できるよう，その生涯にわたって，あらゆる機会に，あらゆる場所において学習することができ，その成
　　果を適切に生かすことのできる社会の実現」を図っていくものとする。
　　　※　これらの考え方は，第６期中央教育審議会生涯学習分科会における中間とりまとめ（平成２４年
　　　　８月）に示されている。

（２）本市における対応
　　　生涯学習推進本部において，本市が提供する学習活動全体を俯瞰し，調整しながら，生涯学習の理念の
　　実現を図るものとする。

（３）本市における学習活動（生涯学習振興事業）
　　　平成２４年度現在，本市が提供している学習活動を「第５次総合計画」の施策体系に基づき，次のとお
　　り整理した。
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事業名基本施策 施策の体系 基本事業名 所管課

保健福祉総務課

保健福祉総務課

生活福祉第1課

障がい福祉課

保険年金課

保健所総務課

保健所総務課

保健所総務課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

保健予防課

生活安心課

生活安心課

生活安心課

生活安心課

予防課

警防課

警防課

危機管理課

生活安心課

生活衛生課

生活衛生課

生涯学習課

教育企画課

教育企画課

東図書館

南図書館

南図書館

視聴覚ライブラリー

中央図書館

生涯学習課

中央図書館

中央図書館

中央図書館

生涯学習課
中央図書館

生涯学習課
中央図書館

生涯学習課
中央図書館

中央図書館

生涯学習課

国際交流プラザ

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

地域教育出前講座

地域の防犯環境整備の推進 市民総ぐるみの環境点検事業の推進

中央図書館読書推進事業（暮らしと図書館をつなぐ
講座）

政策の柱Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために

中央図書館読書推進事業・東図書館読書推
進事業・南図書館直営事業・上河内資料収集
事業・河内資料収集事業（子どもの読書活動
推進）
親子読書推進事業（宮っ子ふれあいブック）

東図書館読書推進事業（科学・技術・ビジネス情報
提供サービス）

南図書館の管理運営（直営）（読み聞かせボランティ
ア活動交流会）

南図書館の管理運営（直営）（南としょかん祭の開催）

地域かがやきプロジェクトの推進

地域映像の収集・撮影事業

中央図書館読書推進事業（読書推進講座）

人権教育の推進

中央図書館読書推進事業（うつのみやこども賞）

中央図書館読書推進事業（暮らしと図書館をつなぐ
講座）

動物愛護推進事業（犬・ねことの上手な接し方～悩
み事相談～講座）

中央図書館読書推進事業（レファレンスと課題解決
型サービス）

【再掲】中央図書館読書推進事業（レファレンスと課
題解決型サービス）

社会の要請に対応した講座の実施

成人式における地域交流事業の推進

人づくり推進事業（うつのみや人づくりフォーラム）

交通安全教室開催費

出前保健福祉講座（5人に1人はかかりうる精神疾患）

国際理解教育の推進（姉妹都市派遣）

人づくり推進事業（人づくりビジョン出前講座）

消防出前講座（普通救命講習）

大人のための道徳講座の充実

子ども自転車免許事業

消防出前講座（火災予防・放火防止講座）

危機管理対策事業（防災出前講座）

食品健康危害防止対策事業（食中毒などの食品衛
生についての講座）

消防出前講座（救急指導）

出前保健福祉講座（障がいのある方が利用できる
福祉サービスについて）

１　市民の福祉活動への参画促進

出前保健福祉講座（後期高齢者医療制度とは）

出前保健福祉講座（子どもの病気あわてず対処が
基本です）

出前保健福祉講座（福祉のまちづくり）

出前保健福祉講座（ご存知ですか？あなたのまち
の民生委員・児童委員）

地域のおける災害時体制の強化

出前保健福祉講座（知っておきたい薬の知識）

出前保健福祉講座

出前保健福祉講座（その時に備えよう強毒性インフルエンザ）

出前保健福祉講座（知っておきたい感染症のはなし）

出前保健福祉講座（症状に応じた上手な救急医療
の利用を！）

防犯講習会開催事業

出前保健福祉講座（お酒との上手な付き合い方）

出前保健福祉講座（ストレスとメンタル）

消費者教育・啓発事業（消費生活出前講座）

市民に対する衛生教育や情報提供

市民の防犯意識の高揚

救急体制の充実

地域まちづくりにおける人づくりの推進

飼養動物の適正管理と衛生害虫等の
自主防除の推進

消費者の自立支援

４　危機管理体制・危機対応能力の充実

消防本部・消防署の強化

１　生涯にわたる学習活動を促進する

２　交通安全対策の充実

３　消防力・救急救助体制の充実

５　都市の福祉力を高める

６　日常生活の安心感を高める １　防犯対策の充実

８　生活衛生環境の向上

１　社会をつくる人づくりの推進

５　消費生活の向上

６　食品の安全性の向上

福祉活動を担う人材の育成

交通安全意識の向上

社会の変化に対応する社会教育の充実
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事業名基本施策 施策の体系 基本事業名 所管課

生涯学習課
中央図書館

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

スポーツ振興課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

中央図書館

視聴覚ライブラリー

視聴覚ライブラリー

中央図書館

学校教育課

学校教育課

学校教育課

生涯学習課

教育企画課

文化課

文化課

文化課

文化課

文化課

文化課

スポーツ振興課

生涯学習課

生涯学習課

子ども未来課

子ども未来課

図書館レファレンスサービスの活用促進

家庭教育サポーターの活動支援

学校支援ボランティア講座の実施

IT学習推進事業

視聴覚ライブラリー整備・充実

人材育成推進費

家庭教育力向上事業（家庭教育サポーターの養成）

あすなろ青年教室事業交付金

コミュニケーション向上事業の実施

家庭教育力向上事業（親学出前講座）

【再掲】親子読書推進事業（宮っ子ふれあいブック）

家庭教育力向上事業（市民企画提案型講座の実施）

図書館整備事業（図書館施設の大規模改修・機能
向上事業）

小中一貫教育推進事業（小中一貫教育・地域学校
園出前講座）

青少年指導員事業

人材かがやき支援事業

生涯学習情報提供事業

地域はみんなの学校づくり事業

市民大学運営協議会交付金

生涯学習コーディネーター養成事業

生活課題解決講座の充実

【再掲】宮っ子ステーション事業の実施

子どもの家における子育て支援事業の充実

市民企画提案型講座の実施

親学出前講座の充実

家庭教育サポーターの養成事業の充実

子ども情報センター事業

宇都宮伝統（ふるさと）文化継承事業（宮っ子伝統文化体験教室）

地域スポーツクラブの育成支援

美術館事業（教育普及事業）

妖精資料活用事業（妖精学講座等）

文化財ボランティア支援事業（文化財解説ボランティア養成講座）

学校協力者「街の先生」活動事業

【再掲】地域はみんなの学校づくり事業

社会体験学習推進事業「宮っ子チャレンジウイーク」

学校図書館を活用した読書力向上事業

自然体験活動指導者養成研修会

地域教育力向上啓発事業の充実

文化会館事業（教育普及事業）

市民ニーズに応じた学習機会の提供

文化継承・伝統文化の保存・継承・活用

地域におけるスポーツ活動の推進

文化芸術の学習・発表・鑑賞機会の充実

社会の変化に対応できる教育活動の
充実（キャリア教育の推進）

歴史・文化財活用ネットワークの構築

３　地域と連携した独自性のある学校経営の推進

青少年の社会参加の推進１　青少年の社会的自立の促進

２　信頼される学校教育を推進する

５　健全な青少年を育成する

３　個性的な市民文化・都市文化を創造する

４　生涯にわたるスポーツ活動を促進する

１　学力向上の推進

２　豊かな人間性と健やかなからだの育成

２　家庭・地域の教育力の向上

１　文化活動環境の充実

２　文化的資源の掘り起こし，保存，継承

１　スポーツ活動環境の充実

青少年の居場所づくり事業の充実

個性ある文化資源活用の推進

健全育成活動の推進

ジャズのまち普及事業補助金（ジャズセミナー）

３　生涯学習活動への支援充実 人づくり推進基盤の整備 社会教育主事の養成・活用促進

青少年活動センター事業の充実

豊かな心や社会性を高める取組の推
進（学校図書館・読書活動の充実）

新たな教育システムの導入

保護者、地域住民、企業等の協力と参
画の推進

市民の主体的な学習活動の促進

多様な生涯学習機会の充実

家庭教育への支援

家庭・学校・地域・企業の連携強化
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事業名基本施策 施策の体系 基本事業名 所管課

環境政策課

ごみ減量課

環境政策課

ごみ減量課

ごみ減量課

廃棄物対策課

２　良好な水と緑の環境を創出する 緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

緑のまちづくり課

４　快適な住環境を創出する 建築指導課

産業政策課

産業政策課

産業政策課

産業政策課

商工振興課

商工振興課

商工振興課

観光交流課

１　機能的で魅力のある都市空間を形成する 都市計画課

都市計画課

交通政策課

交通政策課

生涯学習課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

行政改革課

税制課

税制課

３　市民の相互理解と共生のこころを育む 男女共同参画課

男女共同参画課

男女共同参画課

男女共同参画課

男女共同参画課

男女共同参画課

国際交流プラザ

国際交流プラザ国際理解教育の推進（地域づくり）

おもてなし推進委員会負担金（観光ボランティアガイ
ド養成講座）

住宅・建築物耐震化促進事業

多文化共生の地域づくり事業

租税教育推進事業（租税教室開催）

景観計画推進事業（景観出前講座）

公共交通利用促進事業（出前授業「バスに乗ってみよう」）

市民啓発事業（男女共同参画市民講座）

宇都宮市自治基本条例周知啓発のための出前講座

自転車利用者の利便性向上モデル事業実施に係る企画
運営業務（「宮サイクルステーション」におけるセミナー開
催）

次世代モビリティ産業集積促進事業交付金（WRO
JAPAN　うつのみや大会）

環境出前講座（ごみ減量にチャレンジ）

環境学習センターの管理・運営（環境学習講座・もっ
たいない講座）

環境出前講座

政策の柱Ⅲ　市民の快適な暮らしを支えるために

不法投棄未然防止に関する出前講座の開催

廃食用油の資源化事業（夏休み親子BDF学習会）

公共交通の利用促進

自動車からの利用転換策の推進

市民の情報リテラシーの向上

おもてなし体制の強化

新たな自治の仕組みの創造

雇用支援対策事業（就職支援セミナー）

廃棄物に係る許認可・監視・指導の強化

３　高度情報化の恩恵を享受できる環境づくりを推進する

１　市民が主役のまちづくりを推進する

２　行政経営基盤を強化する

４　魅力ある観光と交流を創出する

政策の柱Ⅵ　持続的発展が可能な都市の自治基盤を確立するために

１　脱温暖化・循環型の環境にやさしい社会を形成する

１　地域産業の創造性・発展性を高める

２　円滑で利便性の高い総合的な交通体系を確立する

１　地域特性を生かした産業集積の促進

政策の柱Ⅳ　　市民の豊かな暮らしを支える活気と活力のある社会を築くために

１　環境保全行動の推進

３　ごみの発生抑制，減量化，資源化の推進（３Ｒの推進）

４　廃棄物の適正処理の推進

３　緑の保全・育成

２　住宅の安全性・環境性の向上

２　新規開業・新事業創出の促進

３　就業・雇用環境の充実

１　公共交通ネットワークの充実

５　都市景観の保全・創出

政策の柱Ⅴ　　都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるために

３　多文化共生の地域づくり

２　地域主体のまちづくりの促進

１　効果的で効率的な行政経営システムの確立

４　財政基盤の強化

２　男女共同参画の推進

３　ひとや環境にやさしい交通環境の創出

１　市民生活の情報化の推進

都市緑化の推進（緑化ボランティア養成講座）

１　協働によるまちづくりの推進

１　おもてなしの向上

資源の有効活用の促進

都市緑化の推進（「みどりはともだち」配布事業）

次世代モビリティ産業集積促進事業（企業体験見学会）

宇都宮ベンチャーズ事業補助金（起業家支援セミナー）

市民活動助成事業

地域コミュニティセンター地域振興事業

まちづくり活動に参加する機会と環境の充実
まちづくりセンターによる活動支援等

まちづくり活動の担い手の育成強化

緑の相談所の運営（緑化講習会の開催）

長岡公園の整備事業（「もったいないの森　長岡」植
樹祭の開催）

ワーク・ライフ・バランス推進事業（ファザーリング事業）

ワーク・ライフ・バランス推進事業（リーダー養成講座）

ワーク・ライフ・バランス推進事業（女性の再就職支援）

雇用支援対策事業（新卒者就活応援セミナー）

資格取得講座

市民啓発事業（男女共同参画教育出前講座）

市民啓発事業（男女共同参画推進センター自主講座）

うつのみや百景推進事業（うつのみや百景バスツアー）

宇都宮ベンチャーズ事業補助金（交流事業）

租税教育推進事業（中学生の税に関するポスター募集）

人材育成促進費（IT講座）

【再掲】環境出前講座（ごみ減量にチャレンジ）

グリーントラストうつのみや運動促進費補助金

宇都宮市花と緑のフェスティバルうつのみや交付金

ごみの減量に対する意識の向上

中心市街地緑化事業（ハンギングバスケット作成講
習会の開催）

在住外国人との相互理解の促進

環境学習の推進

都市緑化の推進

特色ある産業集積の推進

起業チャレンジャーの育成・集積促進事業

望ましい就業と雇用の実現

市民の景観に対する意識高揚と主体
的な取組の推進

地域のまちづくり活動への支援の充実

安全に配慮した住まいづくりの推進

財政の充実強化

男女共同参画意識の醸成

男女共同参画推進のための能力開
発・活用の促進と環境整備
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「（仮称）宇都宮市読書活動推進計画（第２次図書館機能・サービス向上計画， 

第３次子ども読書活動推進計画）」の骨子（案）について 

 

◎ 趣旨 

  「（仮称）宇都宮市読書活動推進計画」（以下「本計画」）を策定するにあたり，設定する

項目やその考え方を示すもの 

 

１ 各項目の具体的内容と設定の考え方 

（１）基本理念 

   抽出した４つの課題の要素を整理統合し，導き出される本計画の目標を「基本理念」

として以下のとおり設定する。 

    課題① 子どもを含む市民の読書活動の推進 

 課題② レファレンス・課題解決型サービスの更なる強化 

    課題③ ＩＣＴの導入促進と電子情報サービスの充実 

    課題④ 図書館の環境整備と適切な図書館運営 

 

 

 

 

 

（２）基本目標 

   「基本理念」の実現に向けて，４つの課題を解決した姿を整理し，「基本目標」を設定

するとともに，「基本目標」ごとにその達成状況を数値で示すものとして「基本指標」を

設定する。 

  ア 基本目標１ 

  「多様な図書館サービスを利用するなど，あらゆる市民が読書活動に親しんでいます。」  

     ⇒ 図書館による計画的な資料・情報の収集・提供や幅広いＰＲ，関係機関等の

連携により，多様な市民ニーズが満たされ，市民が読書活動に親しんでいる

状態を目標とする。 

    基本指標１ 図書館資料の貸出冊数 

     4,556,016 点(H23) ⇒ 5,000,000 点(H29) 

            → 過去の貸出数の状況から，443,984 点の増とする。 

    基本指標２ 図書館の登録率（全市民に占める図書館の利用カードを所持する人の

割合） 

     33.1%(H23) ⇒ 34.6%(H29) 

→ 過去の状況から，毎年度 0.25 ポイントの増加を目指し，1.5 ポイント増と

する。 

 

 

「市民や地域の課題解決支援やＩＣＴへの対応など，読書環境の整備を図るとともに，

子どもを含めた市民の読書活動を推進します。」 

 

資料３ 
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  イ 基本目標２ 

  「図書館，地域，学校の連携のもと，小中高校生が読書活動や学習活動に励んでいます。」 

⇒ 小中学生の読書活動の推進の維持と高校生の読書支援の充実を図るとともに，

地域や学校，図書館の連携，家庭における読書活動や読み聞かせボランティ

ア等の活動が推進され，小中高校生が読書や学習に励む環境が整っている状

態を目標とする。 

   基本指標３ 高校生の１か月の読書量 

    1.4 冊(H23) ⇒  2 冊(H29) 

      → 高校生の１か月の読書量を，全国平均値（1.8 冊）を上回る 2 冊で設定す

る。 

    基本指標４ 子どもの読書に関わるボランティアの活動人数 

     1,236 人(H24) ⇒ 1,600 人(H29) 

      → 目標値は過去の状況を踏まえ，364 人増で設定する。 

 

    ウ 基本目標３ 

  「個人や団体，地域が図書館サービスを利用し，それぞれの課題を解決しています。」 

     ⇒ 日常生活や地域活動，課題の解決に必要な情報等の充実を図り，図書館が地

域の身近な情報拠点として，市民にとって重要で正確な情報を提供できる状

態を目標とする。 

基本指標５ レファレンスサービスの使用度 

     68.7%(H23) ⇒ 71.0%(H29) 

          → 目標値は過去の伸びから，2.3 ポイント増とする。 

 

  エ 基本目標４ 

  「市民が高度情報化に対応した資料や設備を利用し，ニーズに応じたデジタル情報を活

用しています。」 

⇒ 高度・多様化するデジタル社会に対応した，市民ニーズが高いデータ等の収

集，普及啓発等を行うことにより，市民が必要とする情報に容易に触れ，学

び，活用している状態を目標とする。 

基本指標６ 図書館におけるデジタル情報及びデータベースの利用件数 

         223 件(H23) ⇒ 1,000 件(H29) 

      → 各館において，１日１件以上の利用を目指す。 

       

  オ 基本目標５ 

  「図書館の適切な環境整備と運営により，市民が快適に図書館を利用しています。」 

     ⇒ 適切な施設の維持管理や効果的・効率的な管理運営により，市民が必要とす

るサービスを提供する誰もが利用しやすい施設となっている状態を目標と

する。 
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基本指標７ 図書館の読書環境に関する利用者満足度 

         82.0%(H23) ⇒ 85%(H29) 

      → 「利用者満足度調査」から，ほぼ現状維持の 3ポイント増で設定する。 

 

（３）基本施策 

   各基本目標を実現するために必要な施策・事業の方向性を示すものとして，以下の２

点に整理・集約した基本施策に基づき，関係する施策事業の体系を構築する。 

  基本施策１ 市民の読書活動の推進 

   「さまざまな市民への読書活動の推進」や「レファレンス・課題解決型サービスの強

化」など市民の読書活動の推進に関する施策・事業を取りまとめた。 

施策１ さまざまな市民の読書活動の推進 

     多様な市民ニーズに対応するため，図書館においては計画的な資料・情報の収集・

提供や幅広いＰＲに努めるとともに，関係機関等が連携し，市民の読書活動を支援

する。 

   施策２ 子どもの読書活動の推進（第３次子ども読書活動推進計画部分) 

     小中学生への読書支援を継続する一方，読書離れが続く高校生に対して読書推進

の充実を図るとともに，家読の促進，読み聞かせボランティア等の育成・充実を図

り，子どもの読書活動を推進する。 

施策３ レファレンス・課題解決型サービスの強化 

     市民や地域の課題解決，学習活動を支援するため，図書館の資料の充実やレファ

レンスツールの発信，司書の能力向上等を図る。 

   施策４ ＩＣＴの推進や電子情報の活用促進 

     市民がより早く適切な情報を入手するために，図書館におけるＩＣＴ環境の更な

る充実や，次期図書館情報システムの構築などにより，市民の電子情報の活用を支

援する。 

         

  基本施策２ 適切な図書館運営や環境の整備 

   「効果的・効率的な管理運営体制の充実」や「施設設備の更新整備」など，誰もが利

用しやすい図書館とするため，環境整備に関する施策・事業を取りまとめた。 

施策５ 効果的・効率的な管理運営体制の充実 

     南図書館に一部導入した指定管理者制度の効果検証，他の図書館への導入検討な

ど，民間活力の更なる活用，他機関との連携など，効果的・効率的な管理運営を進

めていく。 

   施策６ 施設の再整備の計画的な推進 

     市民が快適に読書活動を行えるよう，各図書館の現状を把握するとともに，今後

求められる機能や市民ニーズ等を踏まえ，老朽化した施設設備の計画的な更新整備，

施設の長寿命化など，施設の再整備を計画的に進めていく。 

 


